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大
阪
大
学
の
活
動
報
告

研
究
者
同
士
の
出
会
い
か
ら
始
ま
っ
た

マ
レ
ー
シ
ア
・
イ
ン
ド
と
の
交
流

大
阪
大
学
は
、
今
年
１
月
26
日
か
ら
31
日
ま
で
、

マ
レ
ー
シ
ア
の
マ
レ
ー
シ
ア
サ
イ
ン
ズ
大
学
（
Ｕ
Ｓ

Ｍ
）
お
よ
び
イ
ン
ド
の
北
ベ
ン
ガ
ル
大
学
（
Ｎ
Ｂ

Ｕ
）
の
学
生
・
教
員
を
招
へ
い
し
、
大
学
院
理
学
研

究
科
に
て
短
期
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
ま
し
た
。

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
理
学
研
究
を
基
盤
と
し
た
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
日
本
の
大

学
に
お
け
る
研
究
環
境
、
研
究
設
備
、
研
究
交
流
の

実
際
を
体
験
す
る
機
会
を
提
供
し
ま
し
た
。

再
び
つ
な
が
っ
た
縁

今
回
の
交
流
の
原
点
は
、
２
０
１
７
年
11
月
に
さ

か
の
ぼ
り
ま
す
。
Ｕ
Ｓ
Ｍ
の
モ
ハ
メ
ド
・
リ
ザ
ル
・

ラ
ザ
リ
先
生
は
、
大
阪
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
が

実
施
し
た
「
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

（
Ｓ
Ｓ
Ｐ
）
に
参
加
す
る
た
め
来
日
し
、
そ
の
機
会

に
筆
者
と
個
人
的
な
交
流
を
も
ち
ま
し
た
。
そ
れ
か

ら
約
７
年
を
経
た
２
０
２
４
年
、
筆
者
が
教
授
に
就

任
し
た
時
期
に
、
リ
ザ
ル
先
生
も
Ｕ
Ｓ
Ｍ
の
化
学
部

学
部
長
に
就
任
し
ま
し
た
。
互
い
に
新
た
な
立
場
を

担
っ
た
こ
と
を
契
機
に
旧
交
を
温
め
、
両
大
学
の
学

術
交
流
と
学
生
交
流
を
本
格
的
に
進
め
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
２
０
２
５
年
度
の
「N

EX
U
S	Y
-T
ec

事
業
」
に
よ
っ
て
リ
ザ
ル
先
生
の
再
来
日
と
部
局
レ

ベ
ル
で
の
交
流
が
実
現
し
、
今
回
の
「
さ
く
ら
サ
イ

エ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
で
は
、
Ｕ
Ｓ
Ｍ
の
学
生
と
若

手
研
究
者
を
初
め
て
大
阪
大
学
に
招
へ
い
し
ま
し
た
。

一
方
、
北
ベ
ン
ガ
ル
大
学
と
の
交
流
は
、
化
学
系

国
際
会
議
で
筆
者
が
バ
ス
カ
ル
・
ビ
ス
ワ
ス
教
授
と

出
会
っ
た
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
ビ
ス
ワ
ス
教

授
は
、
研
究
論
文
を
精
力
的
に
発
表
す
る
と
と
も
に
、

学
術
会
議
の
企
画
・
運
営
に
も
優
れ
た
、
非
常
に
活

動
的
な
研
究
者
で
す
。
そ
の
穏
や
か
な
人
柄
と
研
究

へ
の
並
々
な
ら
ぬ
情
熱
に
触
れ
、
「
ぜ
ひ
大
阪
大
学

の
研
究
環
境
を
見
て
ほ
し
い
」
と
考
え
、
今
回
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
お
誘
い
し
ま
し
た
。

分
析
と
合
成
を
体
験

プ
ロ
グ
ラ
ム
初
日
に
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行

い
、
続
い
て
大
阪
大
学
大
学
院
理
学
研
究
科
の
教

育
・
研
究
体
制
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
先
端
研
究

を
支
え
る
技
術
部
を
見
学
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
、

先
端
分
析
装
置
を
維
持
・
管
理
し
、
研
究
者
と
連
携

招へい者と著者（後列中央）による集合写真

吉成	信人
（大阪大学
大学院理学研究科
化学専攻教授）

科
学
技
術

振
興
機
構
『
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
』友
情
と
感
激

第
494
回

＝
特
別
連
載
＝
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し
て
測
定
を
支
援
す
る
技
術
職
員
の
役
割
に
つ
い
て

学
び
ま
し
た
。
機
器
分
析
実
習
で
は
、
参
加
者
が
持

参
し
た
試
料
や
大
阪
大
学
で
調
製
し
た
試
料
を
用
い
、

Ｘ
線
光
電
子
分
光
法
、
電
子
線
回
折
法M

icroE
D

、

ガ
ス
吸
着
測
定
、
蛍
光
Ｘ
線
分
析
な
ど
に
取
り
組
み

ま
し
た
。
単
に
装
置
を
見
学
す
る
の
で
は
な
く
、
試

料
準
備
、
測
定
条
件
の
検
討
、
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
の

解
析
ま
で
を
体
験
し
ま
し
た
。
実
験
実
習
で
準
備
し

た
試
料
をM

icroE
D

で
測
定
し
た
と
こ
ろ
、
当
初

予
想
し
て
い
な
か
っ
た
新
物
質
が
偶
然
見
い
だ
さ
れ
、

こ
れ
を
出
発
点
と
す
る
共
同
研
究
が
始
ま
り
ま
し
た
。

学
生
交
流
を
目
的
と
し
た
訪
問
か
ら
、
具
体
的
な
研

究
課
題
が
生
ま
れ
た
こ
と
は
、
今
回
の
大
き
な
成
果

で
す
。

化
学
合
成
実
習
で
は
、
錯
体
化
学
研
究
室
に
お
い

て
金
属
錯
体
の
合
成
や
結
晶
化
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

北
ベ
ン
ガ
ル
大
学
か
ら
参
加
し
た
ビ
ス
ワ
ス
教
授
と

博
士
課
程
学
生
２
名
は
、
試
料
調
製
か
ら
測
定
ま
で

非
常
に
熱
心
に
取
り
組
み
、
予
定
時
間
を
過
ぎ
て
も
、

納
得
で
き
る
デ
ー
タ
が
得
ら
れ
る
ま
で
実
験
を
続
け

ま
し
た
。
そ
の
姿
に
、
受
入
れ
側
の
教
員
や
学
生
も

圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。
同
じ
実
験
に
向
き
合
い
、
結
果

を
と
も
に
議
論
す
る
こ
と
に
よ
り
、
国
や
大
学
を
越

え
た
研
究
者
同
士
の
信
頼
関
係
が
育
ま
れ
ま
し
た
。

研
究
伝
え
、
交
流
次
の
段
階
へ

活
動
最
終
日
に
は
、
研
究
交
流
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「T
he	2nd	SSP-N

EX
U
S	W

orkshop	in	GSS-
U
O
saka

」
を
開
催
し
ま
し
た
。
招
へ
い
者
に
加
え
、

大
阪
大
学
の
教
員
も
登
壇
し
、
活
発
な
質
疑
応
答
を

行
い
ま
し
た
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
運
営
に
は
、
大
阪
大

学
に
在
籍
す
る
留
学
生
に
も
、
運
営
補
助
、
イ
ベ
ン

ト
参
加
、
研
究
発
表
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
で
加

わ
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
終
了
後
に
は
、
ビ
ス
ワ
ス
教
授

と
大
阪
大
学
大
学
院
理
学
研
究
科
長
の
近
藤
忠
教
授

と
の
面
談
が
実
現
し
、
部
局
間
協
定
の
早
期
締
結
に

向
け
て
協
議
を
進
め
る

こ
と
で
一
致
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
２
０
２
６
年

６
月
に
は
、
Ｎ
Ｂ
Ｕ
理

学
部
と
大
阪
大
学
大
学

院
理
学
研
究
科
と
の
間

で
、
学
術
交
流
協
定
が

正
式
に
締
結
さ
れ
ま
し

た
。

■
今
後
の
展
望

理
学
研
究
科
に
は
、

英
語
を
教
育
言
語
と
す

る
留
学
生
向
け
の
２
つ

の
大
学
院
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
あ
り
、
多
く
の
留
学

生
が
英
語
で
学
習
や
研

究
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
今
回
参
加
し
た
学

生
が
再
び
日
本
を
訪
れ
、

将
来
は
大
阪
大
学
の
正

規
学
生
と
し
て
学
ぶ
こ

と
、
さ
ら
に
今
回
参
加

し
た
教
員
の
研
究
室
か

ら
次
の
世
代
の
学
生
が

来
日
す
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。
研
究
者
同

士
の
出
会
い
を
一
度
限

り
で
終
わ
ら
せ
ず
、
学

生
交
流
、
共
同
研
究
、

組
織
間
連
携
へ
と
発
展

さ
せ
、
次
の
世
代
へ
受

け
継
が
れ
る
交
流
に
育

て
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

施設見学会 機器分析実習

ワークショップ 研究室を見学する招へい者ら




